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全
国
の
裁
判
所
で
闘
わ
れ
て
い

る
中
国
「
残
留
孤
児
」
訴
訟
は
、

昨
年
末
か
ら
今
年
初
頭
に
か
け
て
、

ま
さ
に「
天
国
と
地
獄
」を
見
た
。  

勝
訴
に
沸
き
立
っ
た
神
戸
地
裁

の
画
期
的
な
判
決
（
二
〇
〇
六
・

一
二
・
一
）。
翌
日
の
各
新
聞
の
紙

面
に
は
「
残
留
孤
児
、
国
に
賠
償

命
令
」
「
帰
国
、
違
法
に
制
限
」

「
支
援
義
務
怠
る
」
「
六
一
人
に

四
億
六
八
六
〇
万
円
」
と
い
う
大

活
字
が
跳
ね
た
。裁
判
所
前
で「
勝

訴
」の
垂
れ
幕
を
掲
げ
、「
や
っ
と

日
本
人
に
な
れ
た
」
と
、
文
字
通

り
欣
喜
雀
躍
す
る
原
告
ら
の
写
真

に
は
、涙
さ
え
こ
み
上
げ
て
き
た
。

担
当
の
橋
詰
均
裁
判
長
が
、
国
な

ど
に
賠
償
命
令
を
出
し
た
尼
崎
公

害
訴
訟
の
陪
席
判
事
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、原
告
や
弁
護
団
の
中
に
は
、

判
決
前
か
ら
秘
か
な
期
待
感
が
漂

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
現
実
と
な

っ
た
の
だ
。  

判
決
は
ま
ず
、
満
州
移
民
を
は

じ
め
と
す
る
戦
前
の
国
策
が
「
孤

児
発
生
の
原
因
」
で
あ
る
と
明
確

に
指
摘
。  

そ
の
上
で
、「
国
は
、一
般
在
留

邦
人
を
無
防
備
な
状
態
に
置
い
た

政
策
に
よ
っ
て
発
生
し
た
残
留
孤
児
を
救
済
す
べ
き
高
度

の
政
治
的
責
任
が
あ
り
、
孤
児
の
帰
国
を
制
限
す
る
違
法

行
為
が
あ
っ
た
」
と
し
て
、「
早
期
帰
国
実
現
義
務
違
反
」

を
認
定
し
た
。
さ
ら
に
「
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
と
同
等
の

支
援
措
置
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
、
国
は
必
要
な
支
援
措

置
の
実
施
を
怠
っ
た
」
と
判
示
し
、
「
自
立
支
援
義
務
違

反
」
も
容
認
し
た
。
訴
訟
で
争
わ
れ
た
主
な
三
点
に
つ
い

て
、
こ
と
ご
と
く
原
告
の
主
張
を
「
正
当
」
と
し
、
原
告

六
一
人
に
一
人
当
た
り
約
六
〇
〇
万
～
二
三
〇
〇
万
円
の

慰
謝
料
の
支
払
い
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。  

判
決
後
直
ち
に
、
原
告
ら
は
「
孤
児
問
題
の
全
面
解
決
」

と「
控
訴
断
念
」な
ど
を
求
め
る
行
動
に
立
ち
上
が
っ
た
。

全
国
の
原
告
団
が
続
々
上
京
、
地
元
選
出
国
会
議
員
へ
の

要
望
、
厚
労
省
前
座
り
込
み
を
連
日
行
っ
た
。
だ
が
、
一

二
月
一
一
日
、孤
児
ら
の
叫
び
を
振
り
払
う
か
の
よ
う
に
、

国
は
大
阪
高
裁
に
控
訴
し
た
。  

年
が
明
け
て
〇
七
年
一
月
三
〇
日
。
今
度
は
、
孤
児
ら

の
希
望
が
、
ま
る
で
ハ
ン
マ
ー
で
打
ち
砕
か
れ
た
か
の
よ

う
な
宣
告
が
下
さ
れ
た
。
原
告
ら
の
訴
え
を
全
面
的
に
否

定
し
た
東
京
地
裁
の
“
門
前
払
い
判
決
”
で
あ
る
。
全
国

最
大
の
マ
ン
モ
ス
裁
判
で
、
し
か
も
神
戸
勝
訴
判
決
直
後
と

あ
っ
て
、
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
「
全
面

敗
訴
」
に
は
、孤
児
た
ち
の
シ
ョ
ッ
ク
と
動
揺
が
大
き
か
っ
た
。  

加
藤
謙
一
裁
判
長
は
「
戦
前
の
国
策
を
先
行
行
為
（
孤

児
と
な
っ
た
法
的
原
因
）
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
国
の
法
的

賠
償
義
務
と
の
法
的
因
果
関
係
は
な
い
」と
、一
刀
両
断
。

こ
の
前
提
に
立
っ
て
、
国
の
先
行
行
為
に
基
づ
く
「
早
期

帰
国
実
現
義
務
」
も
「
自
立
支
援
義
務
」
も
法
的
根
拠
が

な
い
と
、
切
り
捨
て
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、「
日
本
語
が

出
来
ず
、
日
本
文
化
や
生
活
習
慣
に
も
慣
れ
な
い
帰
国
者

が
一
挙
に
入
国
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
日
本
社
会
へ
の
定
着

は
困
難
に
な
り
、
国
内
で
混
乱
と
批
判
が
生
じ
る
」
と
か

「
国
は
孤
児
ら
の
希
望
に
沿
い
、
帰
国
後
の
日
本
社
会
適

応
の
制
度
を
整
備
し
、
人
道
上
必
要
か
つ
実
行
可
能
な
措

置
を
講
じ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
」
と
ま
で
述
べ
、
徹
底

し
た
政
府
擁
護
の
論
理
を
展
開
し
た
。
今
度
は
、
判
決
不

服
の
原
告
側
が
、
控
訴
し
た
。  

こ
の
二
つ
の
判
決
は
、
左
右
両
端
に
分
か
れ
た
わ
け
だ

が
、
東
京
・
加
藤
判
決
が
「
孤
児
の
損
害
は
、
い
わ
ゆ
る

戦
争
被
害
で
あ
っ
て
、
国
民
が
等
し
く
受
忍
す
べ
き
も
の

で
、
国
に
賠
償
責
任
は
な
い
」
と
の
立
場
で
あ
る
の
に
対

し
、
神
戸
・
橋
詰
判
決
は
「
孤
児
の
不
利
益
は
、
戦
争
被

害
と
は
言
え
ず
、
国
の
不
法
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

救
済
義
務
が
あ
る
」
と
真
っ
向
か
ら
対
立
し
た
。
こ
の
基

本
的
な
ス
タ
ン
ス
の
違
い
が
、
判
決
を
「
明
」
と
「
暗
」

に
分
け
た
の
で
あ
ろ
う
。  

安
倍
首
相
が
東
京
判
決
後
、
原
告
団
代
表
七
人
と
面
会
、

「
厚
労
相
に
新
た
な
対
応
策
を
指
示
し
た
」
と
、
支
援
策

拡
充
を
約
束
し
た
。
全
国
原
告
・
弁
護
団
に
よ
る
「
全
国

代
表
団
」
が
結
成
さ
れ
、
厚
労
省
と
の
”
協
議
” 

が
開
か

れ
（
二
月
二
八
日
）、
三
月
九
日
に
は
、
大
阪
で
孤
児
か
ら

の
聞
き
取
り
調
査
や
原
告･

弁
護
団
と
の
協
議
が
行
わ
れ
、
新

た
な
支
援
策
策
定
へ
厚
労
省
が
重
い
腰
を
上
げ
始
め
て
入
る
。  

岡
山
・
香
川
訴
訟
は
次
の
公
判
日
程
が
立
っ
て
い
な
い

が
、
三
月
二
三
日
徳
島
、
同
二
九
日
名
古
屋
、
四
月
二
五

日
広
島
、
六
月
一
五
日
高
知
、
札
幌
と
判
決
予
定
が
目
白

押
し
だ
。
勝
訴
と
敗
訴
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
の
中
、
孤
児

ら
の
苦
難
の
老
後
は
、
今
日
も
続
く
。  
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六
月
一
五
日
、「
南
国
土
佐
」
と

「
北
の
国
」
で
、
全
く
趣
意
の
異

な
る
言
い
渡
し
が
あ
っ
た
。
全
面

棄
却
の
札
幌
判
決
は
論
外
と
し
て
、

高
知
判
決
（
写
真
）
に
は
、
原
告･

弁
護
団
か
ら
「
一
定
の
評
価
」
の

声
が
上
が
っ
た
。 

高
知
地
裁
・
新
谷
裁
判
長
は「
国

に
早
期
帰
国
実
現
の
義
務
違
反
」

を
認
め
、「
義
務
」は
あ
っ
て
も

「
違
反
」
は
な
い
と
し
て
き
た

そ
れ
ま
で
の
敗
訴
判
決
か
ら
、

一
歩
踏
み
込
ん
だ
認
識
を
明
示

し
た
。
し
か
し
、
結
論
的
に
は

「
時
効
」
を
盾
に
「
国
家
賠
償

権
は
棄
却
」
し
、
原
告
に
と
っ

て
は
「
敗
訴
」
で
あ
る
こ
と
に

は
変
わ
り
が
な
か
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
判
決
文
に
は
な

い
”
付
言
”
の
形
で
、「
司
法
救
済

に
は
限
界
が
あ
る
が
、立
法･

行
政

に
は
時
効
撤
回
の
余
地
が
あ
る
」

と
、
か
な
り
思
い
切
っ
た
表
現
で

異
例
の
所
感
を
述
べ
た
。
公
判
中

に
和
解
を
持
ち
か
け
た
が
、
国
に

拒
否
さ
れ
た
こ
と
や
年
金
登
録
ミ

ス
問
題
で
政
府
が
時
効
を
撤
廃
し

た
こ
と
な
ど
が
念
頭
に
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
た
。 

こ
れ
よ
り
先
、
徳
島
地
裁･

阿
部
正
幸
裁
判
長
の
判
決

（
三
月
二
三
日
）
で
も
、
原
告
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し

た
が
、「
国
は
、そ
の
発
生
原
因
に
関
与
し
た
立
場
と
と
も

に
人
道
上
の
観
点
か
ら
、
中
国
残
留
者
が
困
難
な
状
況
か

ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
き
る
限
り
の
配
慮
を
す

べ
き
政
治
的
責
務
を
負
っ
て
お
り
、
国
が
採
っ
て
き
た
自

立
支
援
策
の
内
容
が
十
分
で
あ
っ
た
と
言
え
な
い
の
は
明

ら
か
で
、
そ
の
責
務
を
尽
く
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

支
援
策
の
立
案･

実
施
に
は
、
国
家
財
政
、
社
会
経
済
等
の

諸
事
情
に
も
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
帰
国
時
点
で
既
に
中
高
年
に
な

っ
て
い
て
、
手
厚
い
支
援
策
を
実
施

し
た
と
し
て
も
、
不
安
の
な
い
生
活

基
盤
を
築
く
事
は
で
き
ず
、
年
金
制

度
等
の
特
別
立
法
措
置
が
必
要
で
、

国
は
政
治
的
責
務
を
果
た
す
べ
く
、

更
な
る
努
力
を
尽
く
す
こ
と
を
望

む
」
と
述
べ
、
政
治
決
着
は
国
の
義

務
で
あ
る
、
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
広
島
判
決
（
四
月
二
五
日
）
で
も
、
政
治
解
決
を

促
す
文
言
が
添
え
ら
れ
た
。 

そ
の
政
治
解
決
が
、
こ
の
間
に
動
き
始
め
た
。
厚
生
労

働
省
は
六
月
上
旬
、「
中
国
残
留
邦
人
特
別
給
付
金
制
度
」

案
を
固
め
た
。
そ
の
内
容
は
、
①
免
除
期
間
の
保
険
料
を

国
庫
で
負
担
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
満
額
（
月
六
万
六
〇

〇
〇
円
）
を
支
給
②
生
活
保
護
受
給
孤
児
を
対
象
に
生
活

保
護
制
度
と
は
別
の「
中
国
残
留
邦
人
特
別
給
付
金
制
度
」

（
仮
称
）
を
設
け
る
。
特
別
給
付
金
の
基
準
額
は
、
生
活

保
護
の
扶
助
費
と
同
程
度
の
一
人
月
約
八
万
円
だ
が
、
本

人
の
収
入
（
基
礎
年
金
は
四
万
四
〇
〇
〇
円
の
み
）
と
の

差
額
（
二
万
六
〇
〇
〇
円
）
を
支
給
③
医
療
費
、
住
宅
扶

助
費
は
従
来
通
り
支
給
―
と
い
う
の
が
骨
子
。
こ
の
新
制

度
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
で
、

月
額
一
〇
万
二
〇
〇
〇
円
に
増
額
さ
れ
る
―
と
い
う
も
の
。

使
用
制
約
か
ら
は
解
放
さ
れ
る
と
は
い
え
、
プ
ラ
ス
さ
れ

る
の
は
、
月
々
わ
ず
か
二
万
二
〇
〇
〇
円
に
過
ぎ
な
い
。 

孤
児
た
ち
が
提
案
し
て
い
る
「
全
面
解
決
策
」
で
は
、

「
一
人
当
り
つ
き
一
七
万
円
（
年
金
含
ま
ず
）、
配
偶
者
に

は
七
万
円
加
算
」
を
要
求
し
て
お
り
、
政
府
案
と
は
、
溝

と
い
う
よ
り
谷
ほ
ど
の
隔
た
り
が
あ
る
。
北
朝
鮮
拉
致
被

害
者
に
対
す
る
支
援
で
は
、
帰
国
後
最
長
五
年
間
、
一
人

月
一
七
万
円
、
夫
婦
で
二
四
万
円
を
給
付
し
て
い
る
。
損

害
賠
償
を
認
め
た
「
神
戸
地
裁
判
決
」
で
は
、
こ
の
制
度

も
慰
謝
料
算
定
の
要
件
の
一
つ
に
し
て
い
た
。 

五
月
末
、
厚
労
省
前
で
、
原
告
ら
約
千
人
が
抗
議
の
七

二
時
間
座
り
込
み
を
行
っ
た
。「
ハ
ン
ス
ト
も
辞
さ
ず
」の

強
硬
論
も
あ
る
ほ
ど
だ
。
一
部
と
は
い
え
国
の
責
任
と
違

法
行
為
を
認
め
、
司
法
外
で
の
救
済
を
促
し
た
高
知
判
決

に
は
「
政
治
解
決
に
よ
い
影
響
が
あ
る
」
と
、
期
待
感
を

に
じ
ま
せ
て
い
る
。
七
月
実
施
の
参
議
院
選
挙
前
に
も
、

大
詰
め
の
局
面
が
訪
れ
そ
う
な
状
況
に
な
っ
て
き
た
。
ど

の
よ
う
な
着
地
に
な
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
力
勝
負
に
か

か
っ
て
い
る
。 

 

岡
山･

香
川
訴
訟
は
、
九
月
六
日
結
審
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。原
告･

弁
護
団
は「
高
知
判
決
の
成
果
を
受
け
継
ぎ
、

勝
訴
を
目
指
す
」
と
い
う
。 
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長
か
っ
た
裁
判
の
中
で
、
原
告

た
ち
の
微
笑
み
に
初
め
て
接
し
得

た
思
い
が
し
た
。
七
月
一
〇
日
、

中
国
「
残
留
孤
児
」
国
家
賠
償
請

求
訴
訟
の
全
国
原
告･

弁
護
団
が
、

先
に
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

か
ら
提
示
さ
れ
た
「
中
国
残
留
邦

人
に
対
す
る
新
た
な
支
援
策
」
の

全
面
受
け
入
れ
を
決
定
。
こ
れ
を

受
け
、
岡
山
で
も
、
訴
訟
団
が
喜

び
の
記
者
会
見
を
開
い
た
。 

敗
訴
の
連
鎖
に
打
ち
ひ
し
が
れ

て
き
た
原
告
た
ち
に
は
、ま
さ
に
、

待
ち
焦
が
れ
た
「
円
満
な
政
治
解

決
」
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
正

面
壇
上
に
、弁
護
団
・
奥
津
団
長
、

則
武
事
務
局
長
等
と
共
に
、
原
告

団
の
高
見
事
務
局
長
、
鴨
井
、
湯

口
、
大
森
、
杉
山
の
各
原
告
の
皆

さ
ん
が
並
ん
だ
。
記
者
団
か
ら
現

在
の
心
境
を
問
わ
れ
、
「
こ
れ
で

安
心
し
て
老
後
が
暮
ら
せ
る
」「
と

て
も
満
足
し
て
い
る
」「
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
」
な
ど
、
た
ど
た
ど
し

く
言
葉
少
な
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
喜

び
を
語
っ
た
。
一
つ
の
“
歴
史
的
”

な
瞬
間
と
場
面
で
あ
っ
た
。 

与
党
Ｐ
Ｔ
新
支
援
制
度
に
つ
い

て
は
、
前
号
で
も
少
し
触
れ
て
い

る
が
、
も
う
一
度
要
旨
を
記
し
て
お
き
た
い
。
具
体
的
内

容
に
入
る
前
に
、
支
援
策
制
定
に
当
た
っ
て
の
与
党
Ｐ
Ｔ

の
「
基
本
認
識
」
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
、
支
援
策
合
意

―
訴
訟
終
結
の
前
提
と
な
る
も
の
で
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る「
孤

児
問
題
」
へ
の
姿
勢
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。 

訴
訟
で
原
告
が
主
張
し
て
き
た
「
満
州
開
拓
団
は
国
策

で
あ
っ
た
」（
国
家
責
任
）「
引
揚
が
順
調
で
な
く
、
帰
国

が
大
幅
に
遅
れ
た
」
（
早
期
帰
国
義
務
違
反
）
、「
政
府
の

自
立
支
援
策
も
十
分
な
成
果
を
上
げ
な
か
っ
た
」
（
自
立

支
援
義
務
違
反
）こ
と
を
認
め
た
。

そ
の
上
に
、「
長
き
に
わ
た
り
、支

援
し
て
き
た
弁
護
団
は
じ
め
関
係

者
に
敬
意
を
表
す
」
と
ま
で
付
け

加
え
た
。
こ
れ
が
政
府
で
は
な
く

政
党
レ
ベ
ル
と
は
い
え
、
訴
訟
提

起
の
目
的
が
ほ
ぼ
か
な
え
ら
れ
、

意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
個
別

の
主
な
支
援
策
は
次
の
通
り
。 

（
一
）
未
納
保
険
料
全
額
を
国

庫
で
追
納
し
、
老
齢
基
礎
年
金
（
月
額
六
万
六
〇
〇
〇
円
）

を
満
額
支
給
。
本
人
が
既
に
拠
出
し
た
基
礎
年
金
保
険
料

は
、
本
人
に
返
還
す
る
。 

（
二
）
収
入
に
応
じ
た
特
別
給
付
金
（
月
額
約
八
万
円
）

を
、
生
活
保
護
に
代
え
て
支
給
。
孤
児
死
亡
後
は
、
配
偶

者
が
受
給
。
世
帯
状
況
に
応
じ
、
生
活
費
、
住
宅
費
用
、

医
療
費
、
介
護
費
用
も
扶
助
す
る
。「
収
入
認
定
」
で
は
、

老
齢
基
礎
年
金
は
全
額
、
厚
生
年
金
（
報
酬
比
例
部
分
）

や
勤
労
収
入
な
ど
は
三
割
を
除
外
す
る
。 

（
三
）
公
的
年
金
、
特
別
給
付
金
は
預
貯
金
で
き
る
。

資
産
価
値
五
〇
〇
万
円
未
満
の
不
動
産
は
所
有
で
き
る
。 

（
四
）
渡
航
期
間
中
も
給
付
金
は
支
給
す
る
。
養
父
母

の
見
舞
い
、墓
参
等
の
渡
航
費
は
、収
入
認
定
外
と
す
る
。 

（
五
）
日
本
語
教
育
、
二･

三
世
就
労
支
援
、
住
宅
対
策

等
の
自
立
支
援
策
に
積
極
的
に
取
組
む
。 

こ
れ
等
支
援
策
実
現
の
た
め
、
二
〇
〇
八
年
度
予
算
で

財
政
措
置
が
採
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

奥
津
団
長
は
「
立
法
上
、
今
後
の
運
用
上
、
充
分
な
配

慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
支
援
策
が
、
残
留
孤

児
の
実
情
に
即
し
て
き
め
細
か
に
実
施
さ
れ
る
た
め
、
そ

の
行
方
を
厳
し
く
見
守
っ
て
い
く
」
と
の
声
明
を
朗
読
し

た
最
後
に
、「
大
き
な
悔
悟
、
大
き
な
憤
り
、
そ
し
て
少
し

の
喜
び
を
も
っ
て
、
こ
の
声
明
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
」

と
締
め
く
く
っ
た
。
支
援
策
受
入
れ
が
終
着
駅
で
な
い
こ

と
、
真
の
「
全
面
解
決
」
へ
の
道
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
こ

と
を
力
説
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

別
の
集
会
で
、「
支
え
る
会
」
の
小
林
事
務
局
長
は
「
給

付
制
度
に
よ
っ
て
新
た
な
問
題
発
生
も
懸
念
さ
れ
る
の
で
、

生
活
現
場
で
地
域
の
支
援･

理
解
を
広
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
、
今
後
の
運
動
の
難
し
さ
も
強
調
し
た
。 

私
は
フ
ト
思
っ
た
。
訴
訟
を
リ
ー
ド
し
て
い
な
が
ら
、

新
制
度
を
待
た
ず
に
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
前
原
告
団
事
務

局
長
・
横
山
耿
生
さ
ん
は
、
こ
の
恩
典
に
浴
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
横
山
さ
ん
に
、
こ
の
日
を
見
せ
て

や
り
た
か
っ
た
。
会
見
場
に
そ
の
姿
が
な
い
の
は
、
千
載

の
痛
恨
事
で
あ
っ
た
。 

（
こ
こ
ま
で
は
、
『
岡
山
・
十
五
年
戦
争
資
料
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ

ー
ス
』
二
○
○
七
年
春
季
号
・
夏
季
号
・
秋
季
号
か
ら
転
載
） 
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六
〇
数
年
に
及
ぶ
苦
難
の
歴
史

に
、
よ
う
や
く
終
止
符
が
打
た
れ

た
。二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
八
日
、

新
テ
ロ
対
策
特
措
法
の
審
議
や
防

衛
省
次
官
汚
職
事
件
を
め
ぐ
っ
て

大
揺
れ
の
国
会
で
、
待
ち
望
ま
れ

た
中
国
残
留
孤
児
ら
に
対
す
る
新

自
立
支
援
法
案（「
中
国
残
留
邦
人

支
援
法
改
正
案
」）
可
決
、
成
立
し

た
。
い
わ
ゆ
る
「
残
留
孤
児
国
家

賠
償
請
求
裁
判
」
を
闘
っ
て
き
た

全
国
の
原
告
・
弁
護
団
か
ら
は
、

数
々
の
「
喜
び
と
感
謝
」
の
言
葉

が
飛
び
交
っ
た
。 

岡
山
訴
訟
団
も
、
急
遽
記
者
会

見
を
開
い
た
。
冒
頭
、
奥
津
弁
護

団
長
が「
永
年
の
念
願
が
か
な
い
、

新
た
な
支
援
策
の
出
発
を
心
か
ら

喜
び
た
い
。
一
〇
〇
％
満
足
で
き

る
も
の
で
は
な
い
が
、
残
留
孤
児

が
人
間
の
尊
厳
を
回
復
す
る
第
一

歩
だ
と
評
価
し
、
す
べ
て
の
皆
さ

ん
に
感
謝
す
る
。
今
後
の
運
用
や

残
さ
れ
た
課
題
の
解
決
に
つ
い
て
、

厚
労
省
な
ど
と
の
率
直
な
話
し
合

い
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

声
明
を
読
み
上
げ
た
。 

 

続
い
て
、原
告
団
の
高
杉
団
長
、

大
森
副
団
長
、高
見
事
務
局
長
が
、

順
次
マ
イ
ク
を
握
っ
た
。「
新
し
い
法
律
の
成
立
は
、と
て

も
う
れ
し
い
。
こ
れ
で
、
老
後
の
生
活
も
ひ
と
安
心
、
政

府
の
温
か
さ
を
感
じ
て
い
る
」
「
四
年
間
の
訴
訟
を
振
返

り
、
解
決
を
心
か
ら
喜
ん
で
い
る
。
支
援
策
の
円
滑
な
実

施
を
希
望
し
て
い
る
」「
大
変
う
れ
し
い
。こ
の
支
援
策
で

日
本
人
の
平
均
レ
ベ
ル
の
生
活
が
達
成
で
き
る
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
感
謝
し
て
い
る
」
な
ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心

境
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
三
人
は
口
を
そ
ろ
え
て
「
弁
護

団
、
支
援
す
る
会
、
マ
ス
コ
ミ
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
孤
児
問
題
を
理
解
し
、
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」と
、謝
意
と
期
待
の
言
葉
を
添
え
た
。 

し
か
し
、
三
人
の
表
情
に
、
想
像
し
て
い
た
晴
々
と
し

た
“
満
面
の
笑
み
”
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。「
裁

判
で
勝
ち
取
り
た
か
っ
た
」「
余
り
に
も
永
く
待
た
さ
れ

た
」と
い
う
悔
し
さ
、「
や
っ
と
肩
の
荷
を
降
ろ
す
こ
と
で

き
る
」
安
堵
感
、
そ
し
て
、
悲
し
み
と
憤
り
に
満
ち
た
多

年
の
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
た
一
種
の
虚
脱
感
な
ど
が
交
錯

し
、
も
ろ
手
を
挙
げ
て
嬉
し
さ
を
表
わ
す
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
は
…
、
よ
う
や
く
訪
れ
た
幸
せ
だ
が
、
喜
び
一
色

と
い
う
気
持
ち
に
は
な
れ
な
い
の
で
は
…
な
ど
と
、
私
な

り
に
彼
等
の
胸
の
内
を
推
し
量
り
な
が
ら
、
そ
の
発
言
に

耳
を
傾
け
た
の
だ
っ
た
。 

 

今
回
実
現
し
た
新
支
援
制
度
の
内
容
は
、
こ
の
「
ニ
ュ

ー
ス
」で
も
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
て
き
た
の
で
割
愛
す
る
。

新
制
度
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、

「
給
付
金
の
認
定
な
ど
、
さ
ら
に
詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点
が
あ
り
」（
弁
護
団
・
則
武
事
務
局
長
）、
運
用
の
段

階
で
細
か
い
問
題
が
生
ま
れ
そ
う
で
あ
る
。新
支
援
策
が
、

本
当
に
孤
児
等
の
も
の
に
な
る
か
否
か
は
、
こ
れ
か
ら
の

「
具
体
的
な
実
施
内
容
」
に
か
か
っ
て
い
る
。 

 

二
二
〇
〇
人
を
超
え
る
残
留
孤
児
が
全
国
一
五
地
裁
に

提
起
し
た
「
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
」
は
、
一
斉
に
ピ
リ
オ

ッ
ド
が
打
た
れ
る
。
こ
の
間
、
全
面
勝
訴
の
神
戸
判
決
以

外
は
判
決
の
す
べ
て
が
原
告
敗
訴
に
な
っ
て
い
る
が
、
高

知
地
裁
な
ど
裁
判
長
が
「
新
救
済
策
に
よ
る
政
治
解
決
」

を
指
摘
し
た
判
決
も
あ
り
、
国
会
議
員
有
志
が
強
く
支
援

に
動
き
、
政
策
転
換
が
日
の
目
を
見
た
。「
国
家
賠
償
」
は

手
中
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
国
を
相
手
に
法
廷
に
訴
え
出

た
意
義
は
、
計
り
知
れ
ず
大
き
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
な

く
し
て
こ
の
日
の
成
果
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。 

 

こ
の
間
の
原
告
・
弁
護
団
と
厚
労
省
と
の
協
議
で
、
今

回
の
立
法
措
置
は
、
裁
判
途
中
の
死
亡
原
告
（
三
六
名
）

の
配
偶
者
に
も
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、「
帰
化
」
孤
児
に
対

し
て
も
、
特
例
措
置
で
年
金
の
満
額
支
給
が
さ
れ
る
と
い

う
。
残
留
孤
児
と
同
じ
趣
旨
で
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
続

け
て
き
た
残
留
婦
人
も
、当
然
新
法
の
救
済
対
象
に
な
る
。 

 

支
援
法
改
正
を
受
け
て
、
東
京
高
裁
へ
控
訴
し
て
い
た

東
京
第
一
次
訴
訟
の
原
告
四
〇
名
が
一
二
月
一
三
日
、
訴

え
を
取
り
下
げ
、
訴
訟
解
決
第
一
号
と
な
っ
た
。
一
審
で

唯
一
勝
訴
判
決
を
得
た
兵
庫
訴
訟
が
二
〇
〇
八
年
二
月
に

大
阪
高
裁
で
訴
訟
取
り
下
げ
す
る
の
を
は
じ
め
、
全
国
の

原
告
も
順
次
、
訴
え
の
取
り
下
げ
や
和
解
な
ど
の
形
で
、

裁
判
の
幕
を
引
く
こ
と
に
な
っ
た
。
孤
児
訴
訟
と
軌
を
一

に
進
め
ら
れ
た
さ
い
た
ま
地
裁
の
残
留
婦
人
訴
訟
も
一
二

月
七
日
、訴
訟
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
。（
控
訴
中
だ
っ
た
東

京
地
裁
の
「
残
留
婦
人
訴
訟
」
は
、
東
京
高
裁
が
六
月
二

一
日
、
一
審
同
様
原
告
の
請
求
を
棄
却
） 

岡
山
訴
訟
は
、
一
二
月
二
〇
日
行
な
わ
れ
た
弁
護
団
、
被 
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告
・
国
、
裁
判
所
の
協
議
で
、
次
回
口
頭
弁
論
を
二
月
二

一
日
に
開
き
、
原
告
側
の
意
見
陳
述
を
最
後
に
、
訴
訟
取

下
げ
を
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
二
〇
〇
四
年
二
月
に
始
ま

っ
た
裁
判
が
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
る
。
原
告
・
弁
護
団
で

は
、「
多
く
の
方
々
に
協
力
、支
援
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、

新
支
援
策
の
説
明
と
感
謝
の
集
会
を
き
ち
ん
と
開
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。 

 

一
二
月
一
九
日
付
の
新
聞
の
片
隅
に
「
残
留
孤
児
の
身

元
判
明
、
訪
日
調
査
で
は
三
年
ぶ
り
、
宮
城
出
身
の
男
性
」

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
目
に
留
ま
っ
た
。
一
一
月
に
肉
親
捜

し
で
来
日
し
た
四
名
の
う
ち
の
一
人
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の

結
果
だ
っ
た
。
訪
日
調
査
は
一
九
八
一
年
か
ら
続
い
て
お

り
、
こ
れ
が
三
八
回
目
。
確
か
に
“
喜
ぶ
べ
き
朗
報
”
で

は
あ
る
が
、
敗
戦
か
ら
六
〇
年
余
、
今
だ
に
こ
の
よ
う
な

「
朗
報
」
に
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
悲
し
い
、
そ

し
て
虚
し
い
気
が
し
て
な
ら
な
い
。 

 

追
記 

中
国
「
残
留
孤
児
」
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
新
支
援

法
に
託
す
「
安
心
な
老
後
」 
 

―
訴
訟
取
下
げ
、
四
年
間
の
裁
判
終
結

― 

「
訴
え
を
す
べ
て
取
り
下
げ
ま
す
」
―
奥
津
亘
弁
護
団

長
の
締
め
く
く
り
の
言
葉
で
、
中
国
「
残
留
孤
児
」
国
家

賠
償
請
求
岡
山
訴
訟
は
、
法
廷
の
扉
を
閉
じ
た
。
原
告
・

孤
児
た
ち
が
求
め
て
い
た
新
た
な
支
援
制
度
が
実
現
し
た

の
を
受
け
て
、
司
法
の
場
で
の
闘
い
に
終
止
符
を
打
つ
こ

と
に
な
っ
た
。
全
国
一
五
か
所
で
展
開
さ
れ
て
き
た
「
孤

児
国
賠
訴
訟
」
も
、
東
京
、
福
岡
、
名
古
屋
、
そ
し
て 

 
 

唯
一
地
裁
勝
訴
の
兵
庫
な
ど
取
り
下
げ
が
続
い
て
い
る
。 

 

岡
山
（
香
川
を
含
む
）

訴
訟
は
、
二
〇
〇
四
年
二

月
二
〇
日
に
第
一
次
提
訴

が
行
わ
れ
、
こ
の
日
の
最

終
公
判
が
第
一
四
回
口
頭

弁
論
と
な
っ
た
。裁
判
は
、

丁
度
四
年
間
に
及
ん
だ
こ

と
に
な
る
。
原
告
は
順
次

増
え
て
、
計
二
七
名
（
岡

山
一
九
名
、
香
川
八
名
）

を
数
え
た
。
〇
四
年
七
月

一
四
日
の
第
一
回
口
頭
弁
論
以
来
、
ほ
ぼ
二
か
月
ご
と
に

開
廷
さ
れ
、
こ
の
間
一
〇
名
の
原
告
が
陳
述
を
行
っ
た
。

弁
護
団
も
岡
山
弁
護
士
会
約
二
百
名
の
う
ち
三
九
名
が
参

加
、
異
例
の
大
部
隊
と
な
っ
た
。 

 

訴
訟
最
後
の
舞
台
に
は
、
新
庁
舎
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

岡
山
地
裁
第
一
〇
〇
号
大
法
廷
。
旧
法
廷
よ
り
か
な
り
広

く
な
っ
た
が
、
傍
聴
者
は
抽
選
に
な
る
ほ
ど
。 

 

ま
ず
、
代
表
二
名
が
意
見
陳
述
に
立
っ
た
。 

「
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
は
、
日
本
政
府
が
発
動
し
た

中
国
侵
略
戦
争
の
最
大
の
犠
牲
者
で
す
。
私
た
ち
は
、
人

間
と
し
て
の
尊
厳
を
回
復
し
、
老
後
の
生
活
保
障
を
求
め

て
、
国
に
対
し
て
裁
判
を
起
こ
し
た
。
四
年
間
の
裁
判
に

よ
る
闘
い
の
結
果
、
昨
年
一
一
月
二
八
日
、
新
支
援
法
が

成
立
し
、今
回
や
っ
と
明
る
い
光
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
」 

 

（
岡
山
原
告
団
長
・
高
杉
久
治
さ
ん
） 

 

「
今
回
の
支
援
策
は
、
う
れ
し
い
反
面
、
遅
す
ぎ
た
。

残
留
孤
児
に
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
。
本
当
は
、
裁
判

所
で
国
の
過
ち
と
損
害
賠
償
を
認
め
て
欲
し
か
っ
た
。
し

か
し
、
新
支
援
策
が
で
き
た
の
で
、
裁
判
を
起
こ
し
た
意

味
は
大
き
か
っ
た
。
新
政
策
の
下
で
、
幸
せ
に
生
き
て
行

き
た
い
。
新
支
援
策
を
し
っ
か
り
実
行
し
、
私
た
ち
が
亡

く
な
っ
た
後
も
、
二
世
、
三
世
が
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」（
香
川
原
告
団
長
・
山
口
康
江
さ

ん
） 

 

そ
し
て
、
奥
津
弁
護
団
長
の
陳
述
は
、
四
年
間
の
思
い

を
凝
縮
さ
せ
た
含
蓄
あ
る
胸
打
つ 

〝
名
ス
ピ
ー
チ
〟 

で

あ
っ
た
。 

「
こ
れ
で
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
一
定
の
安
心
と
保
障
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
訴
訟
は
こ
れ
で
終
結
す
る
が
、
か
く

も
永
く
無
策
の
時
代
が
続
い
た
原
因
と
責
任
、
即
ち
、
国

家
に
よ
る
孤
児
棄
民
政
策
、
そ
し
て
こ
れ
と
同
質
の
侵
略

戦
争
を
起
こ
し
た
政
策
と
思
考
の
追
及
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
さ
ら
に
、
新
支
援
法
は
命
を
つ
な
ぎ
得
た
人
に
だ

け
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
中
国
の
大
地
で
命
を
失
わ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
圧
倒
的
多
数
の
人
々
が
い
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
裁
判
は
政
府
・
官
僚
の
眠
っ
た

頭
を
覚
ま
し
、
政
策
形
成
の
役
割
を
果
せ
た
、
と
思
う
。

今
後
は
、
制
度
は
で
き
た
が
、
運
用
は
人
間
の
問
題
だ
。

本
当
に
人
間
の
尊
厳
を
取
り
戻
す
生
活
が
で
き
る
よ
う
願

っ
て
い
る
」 

 

あ
る
帰
国
孤
児
が
つ
ぶ
や
い
た
。「
明
日
ま
た
、新
聞
に

大
き
く
出
る
の
が
、
辛
い
」。
新
給
付
金
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
支
援
法
に
絡
ん
で
新
た
な
波
紋
、
違
っ
た
視
線
、
複
雑

な
住
民
感
情
が
、
孤
児
ら
の
身
辺
に
は
起
き
つ
つ
あ
る
。

こ
の
日
の
集
会
で
も
語
ら
れ
た
「
い
か
に
地
域
と
交
流
・

連
帯
を
深
め
る
か
」
が
、
こ
れ
か
ら
の
最
大
課
題
で     

あ
ろ
う
。                     

（
荒
武
一
彦
記
） 

 


